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研究成果の概要： 

本研究は、集権化がすすむロシアにおいて市場化と民営化が先住民サハ人のコミュニティの社
会経済活動に及ぼす影響を民族誌的に記録すると共に、先住民の伝統文化の動態を明らかにし
ようとするものである。3 年間の調査研究を通して、彼らの家畜飼養における二種の牛馬生産
が世帯経済、市場経済それぞれに対応して独自の交換領域を形成していること。特に馬畜産に
関しては自営牧夫が出現し、そこで家畜預託が農村を越えた幅広い社会経済関係を構築してい
ることを明らかにする共にその取引における経済的合理性が存在することを検証した。さらに
これらの畜産生産はロシアの民族的少数者であるサハ人の民族的アイデンティティとも密接な
関係をもっていることについても明示した。これらから、先住民の伝統的牧畜が、市場化や政
治的集権化の文脈に合わせて新たな発展を遂げる柔軟性があることを解明した。 
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１．研究開始当初の背景 
90 年代前期のエリツィン政権は、脱集権化と
急激な市場経済化を進め、ロシア社会に大き
な混乱をもたらしたが、これは同時に国営農
場システムの労働者でもあった先住民「農
業」経営の衰退を招いた。続くプーチン政権
の登場は再集権化を進め、前政権とは質的に
異なる変化をもたらした。政治的自由（民族
主義も含む）の押さえ込みと経済的安定であ
る。こうした文脈において国営農業労働者か
ら「自営農」育成のための法及び政策は充実
してきた。こうしたなかでシベリア先住民サ
ハ人の農村コミュニティの社会経済関係を
民族誌的に記述する。 
 
２．研究の目的 
ポスト社会主義後＝国営農場体制崩壊後に
新たに出現した先住民社会における家畜預
託の実態を調べることで、市場経済への対応
における文化的脈絡を理解することを目的
とする。放牧地と定住村落の間で紡がれる委
託関係を調査すると共に、「自営」牧夫出現
の背景と、その家畜管理のあり方について旧
国営農場系の管理と比較する。さらに委託さ
れた肉畜の屠殺・流通・消費過程の分析とそ
の文化的意義（商品化に至るモノのバイオグ
ラフィ等）についても考察する。これらの分
析を通して、先住民社会の個別世帯経済の維
持のあり方を社会経済的・文化的側面双方か
ら解明し、市場経済化に対応して先住民社会
のなかで再編された生業とこれに対応する
社会関係の特徴を把握することを目指す。 
 
３．研究の方法 
ロシア連邦サハ共和国における人類学的フ
ィールドワークおよび文献研究 
（１）2006 年 9 月-10 月 ロシア連邦サハ共
和国 現地調査   
（２）2007 年 10-11 月 ロシア連邦サハ共和
国 現地調査 
（３）2008 年 10 月 ロシア連邦サハ共和国 
現地調査（補足、別予算で実施） 
 
 
４．研究成果 
 

本研究は、集権化がすすむロシアにおいて
市場化と民営化が先住民サハ人のコミュニ
ティの社会経済活動に及ぼす影響を民族誌
的に記録すると共に、先住民の伝統文化の動
態を明らかにしようとするものである。 

 
（１）3 年間の調査研究を通して、彼らの

家畜飼養における二種の牛馬生産が世帯経
済、市場経済それぞれに対応して独自の交換
領域を形成していることが明らかになった。 

 
（２）特に馬畜産に関しては自営牧夫が出

現し、そこで家畜預託が農村を越えた幅広い
社会経済関係を構築していることを明らか
にする共にその取引における経済的合理性
が存在することを検証した。 
 
（３）さらにこれらの畜産生産はロシアの

民族的少数者であるサハ人の民族的アイデ
ンティティとも密接な関係をもっているこ
とについても明示した。 
 
（４）これらから、先住民の伝統的牧畜が、

市場化や政治的集権化の文脈に合わせて新
たな発展を遂げる柔軟性があることを解明
した。 
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